
2 質問項目への回答集計結果  

調査票の質問項目は問1～問26までの大項目で構成されており、  

【1】臨床研修について   

［1］病院の属性について（問1～問4）   

［2］研修期間の内訳について（問5～問6）   

［3］研修中の時間外勤務について（問7～問8）   

［4］受持症例について（問9）   

［5］研修への満足度について（問10～問13）   

［6］説明との異同について（問14）   

［7］相談体制について（間15）  

【2】臨床研修後のことについて   

［1］研修後の進路について（問16～問17）   

［2］専門としたい診療科について（問19）   

［3］専門医等の取得について（問20～問21）   

［4］将来の進路について（問22）   

［5］仕事と生活とのバランスについて（問23）   

［6］大切に思うことについて（問24）  

【3】臨床研修で身に付いた基本的な臨床知識、技術、態度について（問25）（追  

加質問）  

【4】臨床研修での経験症例数について（問26）（追加質問）  

のそれぞれについて、回答してもらうものである。  

本中間報告では、臨床研修後のことに関連する設問を中心に集計を行った。   

なお、問18（臨床研修修了後に勤務・研修する都道府県）については、都道  

府県別の回収率が大きく異なり、実態を反映していない可能性があるため、本中  

間報告では集計しなかった。  
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【1】臨床研修について  

［1］病院の属性について（問1～問4）   

問1～問4では、研修医の勤務する病院の属性について尋ねた。  

問2 研修医のプログラムを管理している病院の種類  

大学病院が41．2％、臨床研修病院が56．6％であった。  

研修プログラムを管理している病院の種類（％）  

不明，2．3  

大学附属病院，41．2  
ロ大学附属病院  

■単独型臨床研修病院  

日管埋型臨床研修病院  

口不明   

∩＝2500  
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問3 研修プログラムを管理している病院の所在地  

最も多いのは、東京都 352人。次いで大阪府173人、愛知県172人、福同   

県144人であった。最も少ないのは、福井県、大分県 8人。続いて、山口県 9   

人、山梨県10人であった。  

一品」】‾一■‾ 、 一‘m〉‘、－～‾、‾‾ 、 一一 〔  

研♯プログラムを管理している病院の所在地  

北青岩宵秋山指茨栃群埼千束神新宮石福山長峰恥骨三滋京大兵票和島島岡広山綾香愛高桔佐長浜大宮恵沖不  
海良手械田 升三島城木馬玉真東票潟山 川井梨野里岡知 至芸称限庫良歌取根山島 口島川棲知甲賀 崎本分崎児i琴明  
通顆 県県 民 熊巣県県程 県 県郡川 韓 県 累良 縁 県県韓 策 県県南府 醍巣 山 鼠崇 巣 県 県県 隕 賎 民熊取 県県 県 県 鳥味  

∩＝2500  

問4 研修プログラムを管理している病院の病床数別の規模  

最も多いのは、500床以上700床未満の病院であった。300床未満の病院も   

4．0％あった。  

l洞フ。プラムを増している■暁のホ帥別の掴．恥、  

ロ100床未満  

■～300床未満  

ロ～500床未満  

ロ～70D床未満  

■～900床未満  

ロ900床以上  

L型至軋 」   

n＝2500  
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【2】臨床研修後のことについて  

［1］研修後の進路について（問16～問18）   

問16 臨床研修修了後の予定  

大学病院で勤務t研修を行う者は48．6％、市中病院で勤務・研修を行う者は   

38．2％であった。  
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間16－1 大学で勤務・研修する場合の身分  

期限付き職員が28．9％、正規職員が26．2％であった。  

大学での予定身分（％）  

不明．5．4  

桓車高盲面面盲‾「  

■大学の期限付き職員  

□派遣先病院の職員  

口その他  

L≡笠三竺「  

L
 
 

【
 
J
 
 
 

∩＝1214  

問16－2 市中病院で勤務・研修する場合の身分  

正規職員が41．4％、非常勤職員が35．9％であった。  

正規職員、41．4  

息 
軋ノj   

10  



問16－3 将来の診療所開業の希望   

将来の診療所の開業を希望しない者は31．9％、開業を希望する者は32．0％であ   

った。  

R業は希望しない  

件が整えば開業したい  

≡きるだけ早く開業したい  

目業医を引き継ぐ  
からない  

n＝2258  
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問1■7 臨床研修修了後の勤務先（または研修先）を決定した理由（複数回答）  

最も多かったのは、「専門医取得につながる」の40．4％。次いで、「優れた指導   

者がいる（31．2％）」、「現在研修している（31．0％）」であった。  

勤務先・研修先を選んだ理由  

450   

40．0   

350   

30．0   

25．0   

20．0   

15．0   

10．0  

5．0  

0．0  

40，4  

31．2 31．0  ∃  

21．4  

-- 99 
只R  

－－  ∴l－一 
・■∴  

1 
「  ∩＝2500  
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［2］専門としたい診療科について（問19）   

問19 臨床研修修了後に専門とする診療科を決めているか。またその診療科。  

86．2％が、臨床研修修了後に進む診療科を決めていた。  

∩＝2500   
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希望する診療科は最も多いのは、内科 310人。続いて、外科184人、小児  

科182人。   

整形外科139人、麻酔科は137人、産婦人科は103人。   

眼科、皮膚科は93人、耳鼻咽喉科は46人。  

診療科   人数（人）  割合（％）  診療科   人数（人）  割合（％）   

内科   310   14．4％  救命救急   41   1．9％   

外科   184   8．馴ら  脳神経外科   37   1．7％   

小児科   182   8．4ウら  心臓血管外科   33  1．5％   

整形外科   139   6．5％  総合診療科   0．即も   

麻酔科   137   6．4％  呼吸器外科   14   0，即ら   

消化器科   6．1％  小児外科  11  0．5％   

循環器科   128   5．9％  病理  11  0．鍋   

産婦人科   103   4．8％  リハビリう」シ］ン科   0．49ら   

精神科   98   4．5％  基礎系   8   0．4％   

眼科   83   3．9％  心療内科   0．2サム   

皮膚科   83   3．9％  美容外科   5   0．29ら   

放射線科   3．1％  リウマチ科   4   0．2ワら   

泌尿器科   60   2．鍋  緩和ケア部門   4   0．2％   

呼吸器科   58   2．7％  その他   42   1．9ウも   

耳鼻咽喉科   46   2．用  不明   0．8％   

神経内科   45   2．1％  2154  100．0％   

形成外科   42   1．鍋   
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専門としたい診療科・割合  
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間19－1 診療科を選んだ理由（複数回答）  

もっとも多いのは、「学問的に興味がある」の63．0％。次いで、「やりがいがあ   

る」（59．7％）、「その科の対象が好き」（47．6％）であった。  

診療科を選んだ理由  

700  

60．0  

50．0  

40，0  

30．0  

20．0  

10．0  

0．0  

－ J－ ・－ 
．・－．：・・・ ノ、単一  

＼J  、．√亡・、．・ 節駆鴫野 
n＝2154  
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診療科を選んだ理由  

小児科、産婦人料、麻酔科、皮膚科について、その料を選んだ理由を集計した   

結果は以下の通り。  

小児科を選んだ理由として、最も多いのは、「やりがいがある」の76．4％。  

産科を選んだ理由として、最も多いのは、「やりがいがある」の74．8％  

麻酔科を選んだ理由として、最も多いのは、「学問的に興味がある」の65．7％。  

皮膚科を選んだ理由として、最も多いのは、「学問的に興味がある」の71．1％。  

診療科を選んだ理由  

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

9
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5
 
4
 
3
 
2
 
1
 
 

忙川、児科（n＝182）  

■産婦人科（∩＝103）  

と□麻酔科（∩＝137）  

L些長屋型越一．」」  
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問19－2 臨床研修の前後で進みたい診療科が変わったか。   

希望する診療科を決めている者のうち、臨床研修の前後で進みたい診療科を変え  

た者は35．8％であった。  

問19－2－2 臨床研修の前後で進みたい診療科を変えた理由  

臨床研修の前後で進みたい診療科を変えた理由で最も多かったのは、「研修して   

興味がわいたから」で、71．4％であった。  

「研修して大変だと思った」のは18．4％であった。  
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小児科、産婦人科、麻酔科、皮膚科について変更した理由を集計した結果は以下の  

通り。   

「  一】‾－  

以前進もうと思っていた科を変えた理由（変更前の診療科別）  

0
 
0
0
 
0
0
 
0
 
0
0
 
0
 
0
 
0
 
 

0
 
9
8
 
7
6
 
5
 
4
 
3
 
2
 
1
 
 

％
 
 

「L  

□小児科  

（∩＝62）   

■産婦人科  
（∩＝23）   

□麻酔科  
（∩＝12）   

田皮膚科  

（∩＝17）   
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以前進もうと思っていた科を変えた理由（変更後の診療科別）  
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［3］専門医等の取得について（問20～問21）   

問20 専門医・認定医等の資格の取得の希望  

92．1％が取りたいと答えた。  

」  
問21 医学博士号の取得の希望   

取りたいと思う者が35．1％、取りたいと思わない者が29．0％であった。  
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［4］将来の進路について（問22）  

間：22 将来進みたい分野   

臨床に進みたい者が87．9％であった。  

「W∴∽‘‾岬一 
将来進みたい分野（％）  

－  

等の行政  

口わからない  

可不明  

n＝2500  

問22－1 専門性の範囲  

間22で臨床に進みたいと選んだ者に、専門性をどのようにしたいか尋ねた。   

「幅広い病気の治療に係わりながらも、特定の分野で、ある程度の専門性を持って   

診療したい」が40．7％、「特定の診療科の対象患者を幅広く治療する医師として診   

療したい」が36．1％であった。  

書門性の範囲（％）  

特定診療科で、特定の専門性を  
もって診療（肝臓専門など）93  

幅広い病気の治療にかかわる  
診療（総合診橙医、赦急など）  

127  
不明，11  

P碧雲吾哀  
の治療にかかわる診療（総合診療医、轍  

■特定分野である程度の専門性をもって診療（内科問  
業医、般外科なと〕  

口者を幅広〈診療（消化訓牒  

□特定診療科でt特定の専門性をもって診療（肝臓専   
門など）  

■不明  
【－ 、㌧  、  一 」   

特定診療科の対象患者を幅広く1  

診療（消化器科、脳神綬外軋＼  
眼科など）・361  ＼  

＼「  

特定分野である裾度の専門性を  
もって診療（内車斗開業医、一般  

外科など）．407  

∩＝2198   
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